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　まず，第一の点は6行目にあるspeakerによるFul oft ic on bates1）という記述に関してのもので
あり，それは以下のように指摘されている。
First, he has been in the habit of making frequent voyages (6), behavior not reconcilable with a 





Secondly, the speaker’s reference to the man sé þisne bēam āgrōf(13) suggests that the speaker 
and the rune-stave are not one and the same person, especially since the speaker has already 
referred to himself directly as mec in line 3.3）
上記の主張は，3行目に使用されている人称代名詞mec ‘me’と13行目のsé þisne bēam āgrōf ‘who 
engraved this wood ’という表現が根拠となっている。
　さらに，本文で数回にわたって言及されているspeakerと主人の関係を表す表現が，主従関係
を表すものであることが挙げられている。
Thirdly, the terms he uses of his master, mondryhten mīn(7), mīnes frēan(10) and mīn wine(39), 
indicate a lord and retainer relationship with which the limited and temporary nature of a rune-
The Husband’s Messageの speakerについて
― 89 ―
stave appears incompatible.4）
ここで問題になっているのは7行目のmondryhten mīn ‘my liege-lord’や10行目のmīnes frēan ‘my 
lord’，また39行目のmīn wine ‘my lord (friend)’という表現が rune-staveと主人の限定的な関係に
合わないということである。最後に，30行目以降で用いられている動詞 sægde ‘said’は，物であ
る rune-staveよりも人間のmessengerにふさわしいことが指摘されている。
Finally, in lines 30 ff. the speaker is recounting what the husband told him ― þæsþe hē mē 
sægde(31); the verb sægde is much more appropriate to a human messenger than to a rune-stave 
whose function is essentially the conveyance of a written message.5）
これは，sægdeが書かれたメッセージを伝える rune-staveよりも人間に使用された方が適切であ
るということである。











ける tūdreは tudor ‘a child, offspring, fruit’の与格，単数であり，この語は人にも植物にも使用さ
れるものである。10）古英詩Genesis, l.988では比喩的に「小枝」の意味で使用されており，古英
詩Rune PoemのBルーンに対するスタンザでは植物の「種」に対しての使用例が見られる。次
















　HM7行目のmondryhten min ‘my liege-lord’，10行目のmines frean ‘my lord’，あるいは39行目




また，13行目では，Hwæt, þec þonne biddan het se þisne beam agrof ‘Listen, he who engraved this 
wood bade me beseech you’と述べられている。この箇所では，‘this wood’と ‘me’は別のものであ
ると読め，このことから上で見た通りspeakerと rune-staveは別のものであるとする主張がされ
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詩も例外ではない。14）まず，自然現象はしばしば擬人化の対象となる。例えばMenologium，l.202








Beowulf, l.2570以降にはベオウルフの盾が描写されており，そこではScyld wel gebearg/life ond 
lice/læssan hwile/mærum þeodne［ll.2570b―72a］「盾は短い間しか主君の命と体を守らなかった」
とあり，擬人化された表現となっている。ここで見られる発想は，HMにおいて rune-staveに対
して使用されているmondryhten minやmines freanと同様のものである。また，Beowulf, l.303以
降では兜に付けられている猪の像に言及した箇所があり，その兜はgūþ-mōd ‘war-like (one)’と言
い換えられ，ferh-wearde hēold「命を守った」と表現されている。さらにBeowulf, l.1807以降では，
ベオウルフは剣に対してgūþ-wine gōdne ‘the war-friend good’と言及しており，この箇所では剣
が人格化されている。ここでwineが剣に対して使用されていることは，HMにおいて rune-stave
に対して用いられているmin wine ‘my lord (friend)’を思い起こさせる。そしてこのgōdne tealde





















のである。すでに見たHM冒頭のFul oft ic on batesという表現と同様に rune-staveの一般的な性
質に注目した擬人化表現と考えるならば，mondryhten min ‘my liege-lord’やmines frean ‘my lord’





下のようになっている。18）The Wanderer, The Seafarer, The Riming Poem, Deor, Wulf and Eadwacer, 
























とした場合には，‘crowd together in space’の意味となり rune-staveとの結びつきが自然となる。

















　ここでHM冒頭においてspeakerの来歴に言及している ic tudre aweoxという表現にもう一度注
目したい。すでに見たように，ここにおける tūdreは tudor ‘a child, offspring, fruit’の与格，単数




場合は，‘I grew up from childhood’という意味になり，一方，speakerを rune-staveであると考え




の記述に関して，‘As it stands, the statement, ‘I grew up from childhood’, may appear unnecessary, 






　speakerが人物ではないために言及されている出自に関する表現は，The Dream of the Roodにお
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いても見られるものである。詩の序盤ではþæt wæs geara iu「昔のことだった」と十字架自体が
語り始め，þæt ic wæs aheawen holtes on ende, astyred of stefne minum「私は森の際で切り倒され，
根扱ぎにされた」と述べられている。この擬人化された十字架自体による語りの形式の利点とし
てM. Swantonは次のように述べている。
The attribution of personality, and therefore volition, allows a moral as well as physical parallel 
to be established between Christ and the cross. Thus it is that the words of the cross can bring 
us dramatically close to the events of the crucifixion, enabling the reader to share in a unique 




　古英語のnarrative poetryの多くにおいては，maþelode formulaに代表されるようなdirect 
speechが大きな割合を占めている。Elise Louviotのカウントによれば，Guthlac A, 36.4％，







る。HM冒頭で述べられる ic tudre aweoxは，擬人化された十字架が語るThe Dream of the Roodに
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